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ｵﾘｺﾞﾏｰ Aβを形成しやすい変異型 Aβでﾏｳｽを免疫し、抗ｵﾘｺﾞﾏｰ Aβ血清を作成し、ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病患者
の側頭葉切片の免疫組織化学染色を行った。また、合成変異型 Aβペプチドで吸収処理を行った抗ｵ
ﾘｺﾞﾏｰ Aβ血清でも同様の実験を行い、特異性について検討した。さらに、海馬切片についても免疫
組織蛍光染色を行い、共焦点ﾚｰｻﾞｰ顕微鏡にて検討した。 
抗ｵﾘｺﾞﾏｰ血清による側頭葉切片の免疫組織化学染色では神経細胞体に弱い免疫反応性を認めたが、
老人斑のような典型的な病理像は確認できなかった。合成変異型 Aβペプチドで吸収処理を行った抗
ｵﾘｺﾞﾏｰ血清での免疫組織化学染色では前述の反応性は認めなかった。共焦点ﾚｰｻﾞｰ顕微鏡による海馬
切片の免疫組織染色の観察では錐体細胞内に点状の免疫反応性を認めた。また、血管壁にも免疫反応
性を認めた。 
これらの結果から、ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病患者脳において、神経細胞体内にｵﾘｺﾞﾏｰ Aβが存在するものと考え
られる。 
本論文は、ﾋﾄの脳組織において、ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病発症の関与があると考えられるｵﾘｺﾞﾏｰ Aβの存在を明
らかにし、今後のｵﾘｺﾞﾏｰ Aβの機能やｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病の病理変化との関連性を研究する基礎を築いたと考
えられる。したがって、本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値すると判定された。 
